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真理を探究し，道理を実践する。

豊かな品性を養い，不屈の魂を育てる。

生命を尊重し，自然を畏敬する。

個性を伸展し，紐帯性を培う。

未来を志向し，可能性に挑む。
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19年度就職状況
就職率97.8%をマーク
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平成19年度　業種別就職状況

平成19年度　地域別就職状況
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１９年度就職率97.8%

　今春卒業生の就職率は９７.８％に

達し，昨年を０．５ポイント上回りま

した。また，公務員試験への応募者数，

合格者数ともに増加し，卒業生にとっ

ては追い風の中での就職活動であっ

たといえるでしょう。

　本年もこれまでのところ企業の

採用意欲は旺盛で，採用活動を早

める企業も増加し，積極姿勢が続

いています。

　しかしながら今後については，

世界的な金融不安や原油高騰など

の不安要因の影響で，国内経済も

景気後退の局面を迎えて先行き不

透明になっており，雇用への影響

が懸念されます。

　就職活動を継続している4年次

生は早期の内定獲得に向けて全力

を傾けてください。また，3年次生

までの学生は，どのような環境に

も対応できる実力を身につけてく

ださい。1,2年次の早期から自分の

進路に即した対策を行うことが大

切です。

　昨年度卒業生の各学部の地域別・

業種別（大学院等進学を含む）の就

職状況は，下のグラフの通りです。
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　この「キャリアデザインⅠ」の必修科目
は，経済学部，人間文化学部，工学部，
生命工学部の４学部とキャリアセンター
が連携して行う，初めての授業です。１
年次生を受講対象としており，内容は
各学部が担当する約半分の授業回数
の他に，キャリアセンターが７〜９回担当
します。授業内容は，以下の通りです。

　また，社会進出に際し，本人が周囲
の人々に与える第１印象から成功へ
結びつけるために，業界で最大手の化
粧品メーカーに協力を得て，「社会人
基礎力」としての基本マナー，身だし
なみ，健康・美容の自己管理，コミュニケー
ション能力に関する講座も，一部導入
しています。
　学生の受講態度はすこぶる真摯で
あり，熱心にメモをとったり，グルー
プディスカッションなどにも積極的
に参加しようという姿勢が見られます。
　この授業の指定教科書である，「18歳
からのキャリアプランニング」（副題：
これからの人生をどう企画するのか）は，
およそ670冊の販売実績となり，また，
本教科書の第４章は，「ご両親・保護者

の皆さんへ」という内容であることから，
本授業を通して，本学の保証人の方々と，
学生一人ひとりが，これからの学生本
人の「生き方」について，親子の間で対
話を促進していただくことへの環境作
りも行っています。それは，本授業の目
指す大切な目標のひとつです。

内容　（キャリアセンター担当）
・１年次生から「充実した大学生活」と，社

会進出のための「就職」を動機付け
・「心の悩み」，並びに「ストレス解消法」に

ついて
・夢や目標を持つことの大切さ
・今，社会から求められる人物像について
・自己の生涯設計についての，キャリアプ

ランの立て方
・授業を通して，保証人と学生との対話を促進

20年度4月から，必修課目「キャリアデザインⅠ」が4学部でスタート！
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　福山大学では，１年次からのキャリ

ア教育をベースにして，３年次には就

職活動の基本から準備・対策，実践面ま

で，きめ細かい就職支援を行っています。

1．就職ガイダンスとその内容
第1回就職ガイダンス　5月

　①「職業選択」の意義，「自己理解」と「仕事

　　理解」の大切さ

　②就職試験対策

第2回就職ガイダンス　5〜6月

 　Ā一般常識テスト」を実施

　自己の基礎知識・能力を把握する

　《W��登録》　6月

　就職サイトの活用方法

第3回就職ガイダンス　7月

　「フォローアップ講座」：（外部講師による）

　①「一般常識テスト」の結果の生かし方

　②採用試験の評価の観点，基準について

第4回就職ガイダンス　9月

　①企業の採用活動に合わせた就職活動

　②企業選択，企業研究の進め方

　③「進路希望票」の作成準備

第5回就職ガイダンス　10月

「S P I 適性検査」を実施　　　　　　　

①採用試験に頻出。その試験対策

②自己の能力や適性の客観的把握

第6回就職ガイダンス　　11月

　「フォローアップ講座」：（外部講師による）

　①「適性検査」の結果の生かし方

②「自己分析」の進め方と「自己ＰＲā・「志望動機」

の書き方

第7回就職ガイダンス　　11月

　①就職活動のための基本的なルールとマナー

　②就職活動のポイント

第8回就職ガイダンス　　11・12月

　「就職活動体験発表会」

　先輩の体験に学び，就職活動に生かす

2．Ā就職対策講座ā
(1)「新聞の読み方講座」　　10月

　時事問題対策に生かす

(2)「文章の書き方講座」　　11月

　小論文・作文試験対策

(3)「履歴書・エントリーシートの書き方講座」

　11〜1月

3．「保証人との就職懇談会」
　経済学部・人間文化学部　11月

　工学部・生命工学部　　　 1 月

　　ゼミ・卒研担当者と保証人及び学生との2者

　又は3者による進路相談会

4．学内「合同企業説明会」　2・3月
　就職戦線のスタート。県内外の優良企業を招

き企業説明会を開催。昨年度は，2月19日と3月

10日・11日の3日間実施（243社参加）。本年度も

開催予定。

5．「単独企業説明会」
　4年次の4月以降は，希望する学生を対象に個

別の企業説明会を開催。内定の早期獲得を支援。

充実した就職支援

採用内定者のコメント

　本格的に就職活動を始めたのは１月
からです。種々の企業説明会に参加し，
その中から何社かを絞って企業説明会
に参加しました。
　会社を絞る段階で最も重視したのは，

「この会社でずっとやっていけるか」で
した。いくら条件が良くても自分に合
っていなければ長くは続かないと思っ
ていたからです。この企業研究は面接
の時に大いに役に立ちました。
　就職活動で一番苦労したのはやはり
面接です。面接官の目を見て話すこと
は日頃から心がけていましたが，活動
し始めの頃は声が震えたり，早口にな
ってしまったりして苦労しました。
　就職活動には，友達と面接の練習を
してから臨んでください。

人間文化学部　心理学科

古谷　知子

内定先　郵政グループ

            郵便事業株式会社
　本格的に活動を始めたのは１月から
です。合同企業説明会に参加し，改めて 
企業研究や自己分析の大切さを知りま
した。筆記試験対策は，３年の夏休み頃
からSPIを中心に，特に，非言語問題を
何度も勉強しました。
　企業研究では，会社見学が有効でした。
パンフレットやホームページ等にはな
いことを知ることができ，より一層会
社のことが分かりました。面接の際にも，
質問したり自分の目で見たことを会社
の特色として話すことができ，それが
内定につながったと思います。
　面接対策では，友達と入室から退室
までのマナー，挨拶の仕方などを何度
も練習しました。そのため実際の面接
では緊張しましたが，自信を持って対
応できました。就職活動で大切なことは，
事前の準備につきると思います。

工学部　機械システム工学科

井手口　達也

内定先　株式会社

            シギヤ精機製作所

　３年次生の夏，ＭＲインターンシッ
プに参加したことが就職活動に大変役
立ちました。ＭＲ職への理解が深まり，
早くからスムーズに就職活動に入れ，
採用試験でアピールポイントになりま
した。
　就職活動で大事だと思ったのは友達
でした。私の場合はインターンシップ
でできた友達が，目標も同じで，モチベ
ーションを高めあい情報交換したり，
時には息抜きもし，大きな支えになり
ました。
　活動中は，あいさつをすることと気
持ちに余裕を持って行動することを心
がけました。また，春休み中は自己分析
に専心し，自分の強み・弱みなどを明言
できるようにしました。《学生生活で頑
張ったこと》は，どの会社でも聞かれる
ことです。肝に命じて4年間を過ごして
下さい。

薬学部  生物薬学科

山根　優希

内定先　武田薬品工業

            株式会社
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経済学部　占部　大輔

人間文化学部　人間文化学科　岡本　美幸

生命工学部　生物工学科 　池本  ひとみ

新しい仲間と出会えた！

リニューアル生命工学部の新入生！

ふれ愛にこころ開く！

不安から希望へ

医療人への６年間の始まり

　午前中に学校で履修指導を受けた後，

経済学部新入生総勢２７０名は，福山市沼

隈町にある「みろくの里」に行きました。

最初は知った人もおらず，夕食が終わっ

てからも気まずい雰囲気が続きましたが，

時間割作成や入浴などをしているうちに

徐々に打ち解けてきました。２日目のソ

フトボールの時間では，みんなと一緒に

運動したことでとても楽しい時間を過ご

すことができました。この２日間で新し

い仲間と出会えたことが一番の収穫です。
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　4月8日。例年より日差しの強かったこ

の日，私たちはバスに乗り「ふくやまふれ

愛ランド」に向かいました。到着すると満

開の桜並木が出迎えてくれました。

　夕食までの2時間あまり，特に指示もな

かったため人間文化学科の女子は一室に

集まり自己紹介をしました。他の人達は

中庭で遊ぶなど，高校時代の合宿とは違

い自由さが新鮮でした。

　夕食後は各学科のオリエンテーション

がありました。ここでも先輩を含めて自

己紹介をしました。意外なことに，男子の

人数の方が多かったのでした。

　2日目は各学科で履修登録の質問会や，

レクリエーションをしました。先輩から

は受講しようと考えていた授業の内容な

どを聞くことができました。レクリエーショ

ンは，体育並みにグラウンドでサッカー

をして汗をかきました。

　この合宿で，知り合ったばかりの人と

の距離も縮まり，大学についても少し知

ることができました。短い合宿ではあり

ましたが，私たち新入生にとってはよい

体験になりました。

　この新入生合宿オリエンテーションで，

大学生活における不安等は完全になくな

りました。初めは何をすれば良いのか，何

から始めれば良いのかまったく分りませ

んでしたが，一緒に参加して下さった先

輩方や先生方にアドバイス等をいただき，

大学生活での目標や道標ができました。

特に，時間割作成では，先輩方に実際に履

修した科目についての体験談等を話して

いただき，とても参考になりました。また

クラスメイトとの付き合いについての不

安要素も，この2日間で完全に払拭され

ました。

　自由時間では，自分の出身地や高校時

代の話をお互いに紹介し，２日目に行わ

れたオリエンテーリングでは，他愛の無

い話をしながら山道を歩いたりしました。

とても疲れましたが，最後まで歩ききっ

た後にはとても達成感があり，短い期間

でも，とても内容の濃い2日間だったと

思います。

　この2日間で今までの不安や心配が消え，

次の日から希望や期待に変わりました。

このオリエンテーションがあったことは

とてもありがたかったと思います。

　薬学部の新しい仲間１４９名は４月８日

の午後より先生方１８名と共に，１泊２日

の日程で玉野スポーツセンターでの新入

生合宿オリエンテーションへと出発しま

した。

　まず，スポーツアワーから始まり，いろ

んな競技が行われました。この時間を通

じて，よそよそしかった新入生同士は打

ち解け始め，先生方からは，青空の下これ

から何を考え行動していくべきであるか

をご指導いただき，とても有意義な時間

を過ごすことができました。

　夕食後のイブニングセミナーにおいては，

担任から授業概要や進級のための必要単

位の説明があり，履修登録のための時間

割を作成しました。その際，助教の先生か

らは的確なアドバイスをいただき感謝し

ております。

　友人もいない新しい土地に移り住み心

細い思いをしていましたが，この合宿に

より新しい友人と親睦を深められたお陰

で，以降は寂しい思いをする事がなくな

りました。これから始まる６年間の大学

生活は，大きな期待の一方で不安もあり

ます。この仲間と共に日々努力し助け合い，

一人でも多くの人々の健康に役立ち社会

に貢献できる薬剤師に成長したいと考え

ています。

工学部　情報工学科　
エドアールド　トーレス

薬学部　江本　基樹

新入生合宿オリエンテーション

　生命工学部の３学科（生物工学科・生命

栄養科学科・海洋生物科学科）の今年度新

入生合宿オリエンテーションは，三和の

森リゾート＆カンファレンスセンターに

おいて実施されました。

　生物工学科では，今年度から実施され

る新カリキュラムの概要説明から始まり，

きめ細かな履修方法についてのガイダン

スが行われ，新入生は，興味津々の様子で

話を聞いていました。そこには新しくなっ

ていこうとする学科の息吹が感じられ

ました。実際の時間割作成では，新入生

は真剣に取り組み，学生同士で相談したり，

先生にアドバイスを受けたりと，３年前

が懐かしく思いだされました。私たち学

生リーダーも新入生の相談に積極的に

加わることができ，新入生は，納得のい

く時間割の作成ができたと思います。新

入生は，同級生全員と一緒に過ごすことで，

お互いに仲良くなり，新しい友達をつく

るよい機会となったようです。

　早いうちに学生同士や先生と学生の

間で交流をもつことは，これからの学生

生活にとって有意義なものになると思

います。

　また，なんと言っても今年使用された

施設は，研修所ならびに宿泊施設ともと

ても素晴らしく，大学生としての第一歩

を歩みだすオリエンテーション，そして

生命工学部の新しい船出として最高の

環境だったと思います。
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びんごモノづくり村

地 域 連 携 活 動

　びんごモノづくり村は備後地方の

企業と連携し，子どもたちにモノづく

りの楽しさを知ってもらい将来のエ

ンジニアの育成を目的として，子ども

モノづくり塾（モノづくり教室），オヤ

ジ塾，モノづくり教育支援事業などを

実施しています。本年度は，日本郷土玩

具博物館，福山商工会議所，三和の森リ

ゾート＆カンファレンスセンターなど

で，二足歩行ロボットの製作，ソーラー

カーの製作，プログラムロボットの製作，

ウインドシップの製作その他いろいろ

なモノづくり教室を実施します。また，

９月には，クラシックカー・ダッヂを再

生して愛媛県道後温泉へ坊っちゃん列

車に会いに行く“ダッヂモノづくりバ

スツアー”も実施します。モノづくり教

室は，本学の学生が中心となって教材

を開発し子どもたちを指導していきます。

「さん・サンメルマガ」創刊号を発行

　福山大学は，昨年度までに33の高校・

専門学校と「高大連携協定書」を締結

してきました。平成20年4月には，高大

連携推進室を新設し，一層の連携強化

を図っていきます。今までの高大連携は，

オープンキャンパスや施設見学，高校

へ出向いての出張講義といった，大学

側が一方向的に提供するプログラム

が多かったといえます。今後は，高校

生や高校の先生方の意見を取り入れた，

双方向型の新しい高大連携を進めた

いと考えています。そして，高校生活

に知的興奮を持ち込み，大学進学を希

望する若い生徒を応援していきます。

燦燦と降り注ぐ太陽のような明るい未

来を願って，「さん・サンメルマガ」と命

名した創刊号を発行し，年２回の情報

発信を続けていきます。「さん・サンメ

ルマガ」のキャラクターも作り，親しみ

やすい情報発信をこころがけ，高大連

携事業を計画する際のヒントになれば

と願っています。

− 地 域 へ の 貢 献 −
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高大連携推進室

機械システム工学科

心理学科　教授　平　伸二

学術講演会開催！

　去る5月23日，東京大学医科学研究

所教授・同附属病院副院長，森本幾夫

博士による「ＣＤ26分子のトランスレー

ショナルリサーチ：難治性癌や自己免

疫病への日本発新治療薬の開発をめ

ざして」と題する学術講演会が薬学部・

生命工学部の合同主催で1号館大講義

室において開催されました。森本教授は，

ＣＤ26分子によるＴ細胞共刺激活性

化機構の解明と「ヒト化ＣＤ26抗体」

の作成に成功され，その抗体を使って，

特に治療方法が確立されていない中皮

腫や難治性免疫病への治療法の確立を

めざしておられます。動物モデルでの

研究で，ヒト化ＣＤ26抗体療法が有効

なことを確認し，サルなどの霊長類で

の安全性も克服し，米国，フランスおよ

び日本での第1相臨床試験を開始した

との内容でした。研究室での基礎研究

成果を臨床の場に応用する「日本発の

抗体治療薬」の開発に関する壮大な研

究成果の過程を傾聴することができま

した。両学部の4年生・院生はもとより，

教職員にとっても刺激ある有意義な講

演会でした。なお，本講演会は，宮地尚

理事長の発案で実施されたものです。

機械システム工学科　講師　小林　正明

「さん・サンメルマガ」創刊号の表紙

東京大学医科学研究所教授・同附属病院副院長　森本 幾夫　先生

薬学部・生命工学部合同

モノづくりやクラシックカーに興味のある学生は，

２４号館２階機械システム工学科事務室まで。

薬学部　日比野　俐



福山市助成金の獲得

学 生 の 活 動学 生 の 活 動

工学部　建築・建設学科　水上研究室

人間文化学部　メディア情報文化学科

教授　三宅　正太郎
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「五分間ノ尾道物語リ」表彰式

昨年のセミナー後の高校生と大学生の記念写真

夜に輝くイルミネーションの風景

学生による作品設置風景

ばら祭りイルミネーション・コンテスト「優秀賞」受賞

「うみねこ」（G��� J�� F������処女作）映像コンクールに入選

最先端技術を駆使

「中高校生を指導者とした地域安全マップ作製セミナー」

人間文化学部　心理学科　高鳥　洋臣

　去る5月10日〜17日バ

ラ公園において開催され

た第41回「福山ばら祭り」

のプレイベント「イルミネー

ションコンテスト2008」に，

本学工学部建築・建設学科

水上研究室が出品しました。メインテー

マは，『テクノロジーって・・・ファンタ

ジー！』。世界的に有名な童話「星の王

子さま」をモチーフに，最先端構造技術

であるテンセグリティ構造のアルミパ

イプ球を「バラ」と「星」に見立て，照明

を配して，幻想的な作品を作り出しま

した。期間中は道行く多くの市民の目

を楽しませ，市民投票により見事「優秀

賞」を受賞し，市長より賞状をいただき

ました。

　私たちは，子どもたちの危険回避能

力を育てるため，福山市内を中心に多

くの小学生と地域安全マップを作製し

てきました。この活動を通して，私たち

自身の自尊心・自己効力感も向上し，こ

の活動にもっと早く出会えていたらよ

りたくさんの経験が積めていただろう

と感じていました。そこで，中高生にも

このような機会を提供しようと思い，「中

高生を指導者とした地域安全マップ作

製セミナー」を提案し，福山市協働のま

ちづくりキーワードモデル事業に応募

しました。4月27日（日），書類審査を通

過した団体のプレゼンテーションによ

る二次審査の結果，5月2日付けで福山

市長から助成金採択団体として採用さ

れたという通知が届きました。助成金

の交付額は満額の30万円であり，8月

下旬のセミナーに向けて会場の確保，

指導者の養成，リーフレットやテキス

トの作製など準備を始めています。

　助成金の獲得は昨年に続いて2回目

です。昨年は，「高校生を指導者とした

地域安全マップ作製セミナー」という

事業名で，高校生に小学生を指導して

もらいました。このセミナーの前後で

実施した質問紙調査から，小学生が危

険回避能力を向上させるだけでなく，

指導に当たった高校生の自尊心や自己

効力感も向上することがわかりました。

参加した高校生からは「参加して良かっ

た」，「指導は難しかったがうまくでき

たから嬉しかった」などの意見をもら

うことができました。

　今年は，この活動をもっと幅広い世

代に体験してもらうため，中学生にも

指導者としての機会を提供します。小

学生，中学生，高校生，大学生が集い，中

高生が小学生を導くことで，自尊心や

自己効力感を向上させてくれることを

期待しています。また，小学生，大学生

との異年齢交流を通して，人間関係の

重要さを理解してくれることも期待し

ています。このような地域の人間力を

育てることが，誰もが住みやすい安心・

安全なまちづくりにつながると思います。

　2008年6月7日（土）に尾道市のしま

なみ交流館（テアトロシェルネ）大ホー

ルにて，「環境」「ふるさと」「絆」をテーマ

に，尾道をモチーフとした「五分間ノ尾

道物語リ」映像コンテストの本審査が開

催されました。メディア情報文化学科の

学生を中心とするメディアコンテンツ

研究サークル G��� J�� F������ が，

春休みにメルヘンタッチの映像作品「う

みねこ」を企画制作し，このコンテスト

に応募しました。

　地元中国地方をはじめ全国から58

件の応募があり，１次審査を通過した

15点の作品の中に本学科の学生の作

品がノミネートされました。

　本審査は，脚本家・高橋玄洋氏ら審

査員と，一般公募による市民委員，ロー

タリークラブ委員の計110名で審査が

行われました。その結果，「うみねこ」

は佳作となり，本学3年 住元さんが代

表で大会委員長から賞状と賞金をい

ただきました。

　このコンクールは，レベルが高いと

の前評判で，プロの映像作家も多く応

募していました。全国から腕に自慢の

映像作品が58本も集まり，その中で最

終審査に残ったということは，大変名

誉なことで，苦労して作った甲斐があっ

たと，みんなで喜びを分かち合いました。

入賞作品は次のURLで見ることがで

きます。

����://���.����.
�/!����/5/05/�����.���
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３０００ｍ障害の表彰式（中央：正木）

香川先生，剣道部の仲間たち

2名が全日本学生剣道選手権大会の出場権を獲得! 第５５回中四国学生剣道選手権大会

第６２回中国四国学生陸上競技対校選手権大会３０００ｍ障害優勝

善行表彰を受賞

室の先生方や後輩たちの理解

と応援，陸上部の監督による

練習に対する助言，また，OB

や後輩からの励ましの言葉を

いただいたからだと思います。

今年こそ決勝に残り，入賞を

目指します。そして陸上部と

しても全日本大学駅伝出場を

目標に，部員一丸となって頑張っ

ていきたいと思っています。

　私はこの大会で３０００ｍ障害に出場

しました。この種目での三連覇がかかっ

ていたため，いつも以上にプレッシャー

を感じていました。レースは広島大学

の選手と一騎討ちとなり，最後一周の

ところで一度は抜かれましたが，後輩

たちの応援に後押しされて，抜き返す

ことができました。その結果「第77回

日本学生陸上競技対校選手権大会」に

中四国地区代表として三年連続で出場

することになりました。大学院生になっ

てまで部活動を続けられるのは，研究

　社団法人日本善行会は昭和１２年に

設立され，政治や宗教，思想をこえて明

るい社会を作るための善行運動の推進

に努めてきている公益法人です。毎年，

春と秋の２回，社会貢献，ボランティア，

人命救助，国際貢献などで功績のあっ

た個人・団体に対して厳正な審査の上

で表彰を行っています。

　今回，私たちユースホステル部が受

賞した青少年善行表彰の<公共生活へ

の貢献>の部門は

地域ボランティア

活動を長年に渡り

続けてきたことを

評価するもので，

平成２年から我が

部が取り組んでき

た，ふれ愛ランド

における子供たち

との野外活動（キャ

ンプ，料理作り，レ

クリエーションな

ど）への貢献が評

価されたことが受

賞の機縁となりました。３０年も続け

てきた恒例行事である小学生とのサマー

キャンプや，バラ祭り，ゲタリンピック

といった地域行事にもボランティアと

して積極的に参加してきました。こう

した長期に渡りとぎれることなく行事

を継続できたことは，部の精神が先輩

から後輩へとしっかりと受け継がれて

きたからだと思います。

　私は，５月２４日（土）東京の明治神宮

参集殿にて行われた授賞式に参加しま

した。３００人以上の方々が出席し２時

間程度でしたがとてもすばらしい式で

した。

　今回の受賞を機に今後も活動の幅を

広げていきたいと思います。

工学研究科　生命工学専攻　

博士前期課程２年　正木　彬

ユースホステル部部長

生命工学部  海洋生物科学科  加藤　仁宏

　５月18日（日）に愛媛県伊予市

で行われた，第55回中四国学生

剣道選手権大会において，黒田

真司君が３位入賞，杉山真太郎

君がベスト16に勝ち残り，７月６

日（日）に大阪府立体育会館で開

催された学生剣道選手権大会へ

の出場権を獲得しました。また，

黒田君は，同日開催の第55回全

日本学生剣道東西対抗試合の西

軍メンバーにも選出されました。

　出場者数256名に対し地域代表は16

名という狭き門でしたが，私たちは勝

負の運にも恵まれ，出場権を得ること

ができました。これは一重に，剣道部一

丸となった妥協のない厳しい稽古の賜

物と言え，切磋琢磨した素晴らしい仲

間に感謝しています。

　主将　経済学部４年　杉山　真太郎

　　　　経済学部４年　黒田　真司

第58回　青少年善行表彰式
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水かきなど水生適応を示すラッコ

ダーウィン生誕２００年

国際学会で発表しました

　進化とは何か? 例えば，「料理の腕

は確実に進化しているā とか「数年後，

進化した自分を見てくれ」とか「お座

り，はいはい，つかまり立ち。息子は

どんどん進化している」とか，これら

は巷でよく聞く進化の使い方ではない

だろうか。

　 進 化 は 進 歩 か ? 英 語 で 進 化 は

���������だが，「進化」という訳の

他に「展開」，「進展」，「発展」など，「進

歩」を感じさせる意味がある。確かに

生物はさまざまな環境に応じてうまく

デザインされた形態や生態を持ち，多

様な適応を見せてくれる。それぞれの

環境に合わせて目的を持って進歩した

ように感じられなくもない。しかし，

本当にそうであろうか? 

　突然変異に目的はあるか? よくある

誤解は，環境に合わせて都合の良い突

然変異が生じるといったものであるが，

実際には突然変異はランダムに生じ，

個体に生じたこの無目的な変異が進化

の素材となる。では，この変異はどの

ように集団全体に広まるのか？

「佐藤君，進化の仕組みには何がある？」

学部時代のボスの質問である。超がつ

くほど勉強不足だった私には答えるこ

とができなかった。例えば，ヒトとチ

ンパンジーの違いはどのような過程で

形成されたのかといった質問である。

その変化に意味があるのか，それとも

ただの偶然なのか。これが質問に対し

て考えるべき要点だった。「正の自然

選択と遺伝的浮動です。」これが正し

い答えである。

　環境に有利な変異が自然により選択

され，集団中で世代ごとにその頻度を

増す。これがチャールズ・ダーウィン

の考えた正の自然選択の原理であり，

美しい適応を創り出す仕組みである。

一方で，環境に有利でも不利でもない

変異も偶然により集団に広まる。これ

を遺伝的浮動と呼ぶ。木村資生により

理論化された中立進化のメカニズムで

ある。つまり，ランダムに生じた突然

変異の中で，有利な変異と運の良い変

異が集団全体に広まり，集団としての

変化に至る。これが進化の仕組みであ

る。進化とは目的や進歩が介入するこ

とのない機械的な変化なのだ。

　個体は進化するか? 親が一生懸命筋

肉を鍛えても子供には伝わらない。つ

まり個体の一生のうちに獲得した形質

は遺伝しない。したがって料理の成長

に「進化」は使えないことになる。進

化の主体は個体ではなく集団なのだ。

　以上のような現代生物学における進

化の考え方は高校の教科書にも登場す

るようになったが，まだまだ一般的で

はない。進化の理解は私たちの生物の

知識をより豊かにしてくれるのだ

が・・・

生命工学部　生物工学科

　　　　　　　　　助教　佐藤　淳

工学研究科  電子・電気工学専攻

                          ２年　周藤　正樹

　5月12日から15日まで，カナダのビク

トリアで行われた，IEEE(米国電気電子

学会)主催のI
2
MTC(I������������ 

I�������������� ��� M����������  

T�������
� C��	������)に参加しま

した。

　参加を打診された時，中学，高校と英

語をさぼってきた私にとって，論文執

筆や発表の準備は，とても越えられそ

うもない壁のように感じました。しかし，

またとない機会を簡単に諦められず挑

戦することにしました。

　私はレーザ光線を用いたメタンや二

酸化炭素などの温室効果ガス濃度の非

接触計測装置の開発

を行なっており，測

定精度向上のための

ノイズ抑圧手法に関

する研究を指導教員

と共にまとめました。

論文はポスター発表での採択となり，

心血を注いで制作したポスターと不安

を胸に日本を発ちました。

　会場のフェアモントエンプレスホテ

ルは荘厳な外観で観光名所としても名

高く，身の引き締まる思いがしました。

そこにはさまざまな国籍と年齢の研究

者が集っており，休憩時間には何人か

の若い研究者が話しかけてくれ，楽し

く貴重な時間を過しました。

　さて，我々のポスター発表は私の予

想以上の関心を集め，有益な助言や質

問を数多くいただきました。ただ，質問

に対して真意を正確に伝えられず，非

常にもどかしい思いをしました。一方

で聴講した口頭発表には引き込まれる

ものが多くありました。それらに共通

したのは，講演者がお国訛りに頓着せず，

成果や考えを揚々と述べていたことで

あり，大変刺激を受けました。

　今回の経験は，挑戦する気概を持た

せてくれました。また，プレゼンテーシ

ョンとは，伝えたいと思う熱意とそれ

を楽しむことであると学びました。

　最後になりましたが，論文と発表の

準備において多くのご指導を賜りまし

た香川教授，ならびに学科の先生方に

感謝します。

発表を終えてセッション会場前で香川教授と

ポスター発表

フェアモントエンプレスホテルの夜景

−進化を考える− 生物工学科

工学研究科  電子・電気工学専攻
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サンエス昆山（蘇州）
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　経済学部では本年度より，海外インター

ンシップ制度を開始しました。海外イ

ンターンシップは，経済学部の学生が海

外で積極的な事業展開を行っている地

元優良企業の海外拠点で短期の実地研

修を行うものです。

　現在はグローバリゼーションの時代と

言われるように，多くの企業が何らか

の形で海外との関わりを持っており，

備後地区の企業も例外ではありません。

国際経済学科では国際ビジネス関連授

業の充実を図っておりますが，やはり「百

聞は一見にしかず」であり，海外での実

体験は若者を飛躍的に成長させます。

豊かな吸収力が若者の特権なのです。

しかしながら，地方大学の学生にとっ

て海外研修の機会は限られています。

何とか福山大学の学生にその機会を与

えたいとの思いが，地元企業（株）サン

エスの全面的なご協力を得て実現に至

りました。

　今年の海外インターン・シップは（株）

サンエス昆山（中国江蘇省，約600名の

従業員が半導体や複写機部品などを製

造）において8月3日〜10日に実施され

ます。月〜金の9時から5時まで他の従

業員とともに勤務し，海外進出企業の

業務を肌で学びます。派遣日本人社員

から中国事業の実情や，会社のグロー

バルな戦略などの説明を受ける機会も

あるので，研修体験と相俟って，教室の

授業だけでは得られない日本企業の海

外活動の現実が実感を持って理解でき

ます。また，現地従業員との交流も大事

です。中国語ができなくても同じ釜の

飯を食べた仲間として，互いに理解を

深め，これからの人生に新鮮な刺激を

与えてくれることでしょう。昼食は社

員食堂で一緒にとることになっていま

す。

　研修期間中の通勤について心配があ

るかもしれませんが，これも（株）サン

エスのご好意で日本人社員が通勤車に

同乗させてくれるので安心です。夕食

は日本人社員を囲み，リラックスしな

がら昼間とは違った興味深い話が聞け

るでしょう。研修成果を挙げるために

事前勉強会と帰国後のレポート提出を

行い，研修終了後には4単位が認定され

ます。

　せっかく中国まで行くのですからこ

の機会に見聞を広めることも大切です。

昆山は熱気溢れる上海や風光明媚な蘇

州の中間に位置しているので，研修終

了後の土日を利用してこれらの都市を

観光することも予定しています。

　このように海外インターンシップに

はさまざまな機会が盛り込まれており，

この体験が参加者の今後の大きな財産

になると確信しています。

海外インターンシップ

経済学部　国際経済学科　冨士　彰夫

★特定領域研究
◎藤田　泰太郎　生命工学部　教授
　枯草菌炭素代謝制御ネットワークの物質
　産生系への有効活用　　　　（４００万円）

★基盤研究B
◎松田　文子　人間文化学部　教授
　心理的時間の形成とゆがみに関する実験
　的研究　　　　　　　　　　（３４０万円）

★基盤研究C
◎青野　篤子　人間文化学部　教授
　ジェンダー・フリー保育の効果に関する
　研究　　　　　　　　　　　　（９０万円）
◎梅田　眞三郎　工学部　教授
　マイクロミストを含む安定流体膜形成時
　の混相流界面における流れの可視化研究
　　　　　　　　　　　　　　（１２０万円）
◎無漏田　芳信　工学部　教授
　従来型特養へのユニットケア普及のため
　の住環境改善マニュアルに関する研究
　　　　　　　　　　　　　    （１７０万円）

◎平　伸二　人間文化学部　教授
　Ｐ３００による虚偽検出の実務導入に向け
　た諸問題の検討 　　　　　               （１５０万円）
◎小野　太幹　人間文化学部　准教授
　非線形偏微分方程式に対するポテンシャル
　論的研究　　　　　　　　　（１３０万円）
◎福長　将仁　薬学部　教授
　ミトコンドリアゲノム解析によるダニ類
　の系統と進化の解明　　　　（１２０万円）
◎岩本　博行　生命工学部　教授
　デンプン糖化工程の効率化をめざした枝
　切り酵素の構造機能解析と機能改変
　　　　　　　　　　　　　　　　　     （１９０万円）
◎日比野　俐　薬学部　教授

ＭＷ照射下電子環状反応による生理活性
ベンゾフェナンスリジン類の新規合成法
の開発　　　　　　　          （１２０万円）

★若手研究B
◎橋本　優花里　人間文化学部　准教授

高次脳機能障害のための配信型認知リ 
ハビリテーションの開発と評価に向けて　
　　　　　　　　　　　　     （６０万円）

◎五郎丸　剛　薬学部　講師
　抗がん剤パクリタキセルによる過敏反応 
　の発現機序解明と予防薬の探索
　　　　　　　　　　　　　   （１００万円）

★研究成果公開促進費（学術図書）
◎松田　文子　人間文化学部　教授
　COMPARISON OF DEVELOPMENT 
　BETWEEN　TEMPORL AND 　　
　SPATIAL 　　CONCEPTS　　　　　
　　                                     （７０万円）

★特別研究員奨励費（外国人）
◎澁谷　博孝　薬学部　教授
   外国人特別研究員　PENG，Q
                                                                           （１００万円）

平成20年度科学研究費補助金 ★研究種目

◎研究代表者氏名　所属　職名

　研究題目（交付決定金額）

経済学部
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第1回の授業風景

　6月7日から7月12日にわたって生命

工学部公開授業が開催されました。本

授業は本学生命工学部と「福山バイオ

ビジネス交流会」とが共催し，中学生，

高校生，大学生，一般および企業の人た

ちに生命科学に関するさまざまな話題

をわかりやすく解説することで生涯学

習の振興と地域経済に大きく寄与する

ことを目的として続けているものです。

　8回目となる今回は「健康とバイオ」

をテーマに，3回の授業（会場：備後およ

び井笠地域地場産業振興センター，本

学1号館）と1回の公開実験（会場：本学

17号館）が開かれました。参加者は希

望する授業を聴講したり，自分の好き

な実験テーマに取り組みました。

　第1回の授業では，山口教授が今話題

の人工多能性幹細胞（� P S 細胞）を始め，

幹細胞の特徴とその幹細胞を用いた再

生医療の将来と問題点について，ユー

モアを交えながらわかりやすく話しま

した。続いて菊田教授が食の安全に関

わる問題について実例を挙げながら解

説し，今年度から実施される社会連携

研究推進事業（化学・生物総合管理学）

の取り組みについて紹介しました。第1

回の授業では当日参加を含め，約40名

が参加し，活発な質疑応答があり，授業

終了後も熱心に質問される受講者の方々

の姿がみられました。アンケート調査

の結果から「わかりやすかった」，「興味

がわいた」，「食育を学びたい」，「今後も

続けてほしい」などの感想，要望があり，

概ね好評であったことがうかがえます。

　今後も地域の皆様にこのような活動

を通して生命科学の分野をもっと身近

に理解していただけるよう努力をして

いくつもりです。

生命工学部　教授　三輪　泰彦

第８回生命工学部公開授業開催  テーマ「健康とバイオ」 

第3回福山大学薬学部OSCEトライアル実施について
　客観的臨床技能試験（O�
�� � ���  

S��������� C������� E����������; OSCE，

オスキー）は，薬学部の学生が病院や薬

局などの医療現場で実習を行うだけの

技能と態度を有しているかどうかをチ

ェックする試験です。OSCEでは，病院

や薬局に勤務する薬剤師が評価者とし

て参加することや，学生が模擬患者と

ロールプレイを行うという課題が予定

されていることなど，薬学部教員以外

の多くの協力者が必要となります。

　福山大学薬学部では，昨年第2回の

OSCEトライアルを実施しましたが，

OSCE評価者および模擬患者の養成を

主目的として，3回目のOSCEのトライ

アルを6月22日（日）に実施しました。

今回は，午前中にDVDなどを使用して

評価方法のトレーニングを行い，午後

から，参加者自身が模擬薬剤師や評価

者となってOSCEの課題や評価につい

て体験した後，疑義照会，調剤監査，薬

剤交付の3つの課題について，72名の

評価者（外部評価者57名，内部評価者

15名）が評価を行いました。また，この

トライアルに向けて模擬患者養成講座

を開講し，この養成講座を受講してい

ただいた4名の一般市民の方に，薬剤交

付の課題に模擬患者として参加してい

ただきました。この4名の方のご協力に

心から感謝申し上げます。

　在学生の協力のもとに行うOSCEト

ライアルは，基本的に今回が最後とな

ります。今後は，評価者養成講座や模擬

患者養成講座を実施していき，本番に

向けて万全の準備をしていく予定です。

薬学部　准教授　田村　豊
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 OSCE トライアル風景



新しいクラブハウスを見学する学生たち

竣工式の風景

四川大地震の募金へのご協力ありがとう
　5月12日の中国四川省での大地震に，

心を痛めた留学生が募金をしたいと申

し出てきました。留学生会長の李丹丹

さんを中心に，5月20日から27日まで

の間，大学内では5日間，何十人もの

留学生が募金活動に参加しました。福

山駅前では5月24日午後1時から4時ま

で，学生10名余りと対外経済貿易大

学からの客員教員，郭徳玉先生が参加

しました。

　留学生会は大学内外で合計473,922

円を集めることができ，初日の5月22

日には，多くの教職員，学生の積極的

な募金への協力により，22万円も集め

ることができました。「また，国際経

済学科の日本人学生に1万円も協力し

てもらったことにはとても感激しまし

た。」これほど多くの善意の協力は，

留学生にとり予想外のことであったと

思います。また，福山駅前では，福山

駅長さんも応援してくださり，協力し

てくれた多くの日本人の中には，小さ

い子ども達や，お小遣いから協力して

くれた中高生も少なくありませんでし

た。頑張りなさいと，チョコレート１

箱くれた中年の婦人もいました。李丹

丹会長は，「善意には国境がないと思っ

た。日本人の優しい気持ちに感激した。」

と語ってくれました。

　留学生たちは，今回の募金活動を通

じて，多くの善意の募金を集めること

ができ，祖国の被災者の支援に役立て

ることができたばかりでなく，貴重な

体験となりました。　

留学生センター長　大久保　勲
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クラブハウス（清倫館）竣工
　福山大学クラブハウスが去る5月13

日にリニューアルして，竣工式を開催

しました。当日は宮地理事長，吉原副学

長，澁谷学生委員長，学友会代表等多く

の学生が参集し，宮地理事長の挨拶が

あり，テープカットの実施，サークル室の

公開など盛大の裡に終了しました。

　現在，福山大学学友会サークル活動は，

体育系30，文化系33のクラブ及び数多

くの同好会も組織され，キャンパス内

外で連日，学生達が青春を過ごしてお

ります。

　老朽化したクラブハウスを今回リニ

ューアルし，年々活発化しているサー

クル活動に伴い，部室や会議室を増設し，

冷暖房をも完備して，学生たちの快適

なキャンパスライフの支援に努めてお

ります。

　今年度もさまざまな

学友会行事や恒例の第

34回福山大学大学祭（「三

蔵祭」10月17日（金）〜

20日（日）を予定），各ク

ラブの公式試合や学内

外の諸行事への参加な

どが控えており，その

企画等々で連日学生た

ちの元気な声が聞こえ

ています。

　学生たちの益々の活躍を期待す

るとともに，施設等環境整備に努

力したいと思います。

中華人民共和国駐大阪領事館に救援金を届ける！

　５月12日，中国の四川省において発

生した大地震についてその広範かつ甚

大な被害について日本でも連日のよう

に報道されています。

　福山大学は，対外経済貿易大学（中国）

をはじめ７大学等と学術交流協定を締

結するとともに北京に教育センターを

設置し，本年４月には福山大学孔子学

院を開設する等，中華人民共和国とは

深いかかわりと友好関係にあります。

福山大学・福山平成大学では各学部事

務室等に救援金箱を設置し，全学的に

教職員から救援金を募るとともに，留

学生も募金活動を実施し多額の救援金

が寄せられました。

　そうして集まった救援金を，6月17

日に本学心理学科の平　伸二教授及び

職員２名で中華人民共和国駐大阪総領

事館の劉雲清領事にお渡しし，同領事

館から感謝状をいただきました。

中華人民共和国　駐大阪領事館　劉　雲清　領事（右） 福山大学　平　伸二　教授（左）
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保健管理センター

図書館
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施 設 の ご 案 内

心身に気をつけて，夏を元気に乗りきりましょう!

　学生健康診断を4月4日からの6日間，

1・2・4年次生と大学院生を対象に実施

しました。受診率は，1年次生81％，2年

次生73.9％，4年次生91.4％，大学院生

80.7％，全体で82.4％でした。昨年より

増加しましたが，2年次生が減少して

おり，自分の健康管理に関心を持って

積極的に受診してもらいたいと期待し

ています。教職員健康診断は，5月20日

から3日間実施し，234名の受診があり，

受診率81．3％，未受診率15．1％でした。

特定検診が始まり健康への関心が高ま

ったようです。

　本学には本館と，薬学部生の利用を主とした分館の2つの図書館があります。
　図書館では主に次のようなサービスを提供しています。

（1） 学部関連図書や資料の収集
（2） 図書資料の貸出返却
（3） 研究についての相談（レファレンス）
（4） 他機関との連携（相互協力）
（5） 研究場所の提供
　（1）（2）については学部関連図書・資料の充実・提供に心掛け，（5）については勉強
しやすい環境作りにも心掛けています。なお，友達数人で部屋を借り，グループでの
学習もできます。（3）のレファレンスについては，研究を進めていく上でのアドバ
イスや助言を行っています。論文の作成方法から，資料の探し方，それに伴う関連資
料の紹介まで，幅広く手助けします。また図書館では，研究者（含学生）が情報収集に
困らないよう，世界規模でネットワークを組み研究活動を応援しています。それが

（4）の「相互協力」です。本学では平成18年度は2800件の利用だったのに対し，昨年
度は3400件と大幅に増加しました。また，学生からの図書購入希望申込も平成18
年度58件から昨年度106件，本年度は6月現在で既に100件を超す申込があり，大幅
な伸びを見せています。

事務長心得　桑田　成年

図書館で確かな情報を!

【春期健康診断の報告】 【カウンセラーが常駐しています】

海外留学，語学検定に積極的に参加しよう! 留学生センター

保健管理センターのスタッフです

○開館時間について
  

開館時間
 本館
 分館


平　日
 8：30〜19：30
 8：30〜19：30 

土曜日
 8：30〜16：30
 8：30〜15：00 

 ○貸出について
   


 1〜3年生
 4年生
 院生

冊　数
 3冊
 5冊
 10冊

貸出期間
 2週間
 1ヶ月

　留学生センターは2006年4月に発足
しました。留学生センターの主な業務は，

（1）日本語・日本文化に関する教育
（2）修学上及び生活上の指導助言
（3）地域の国際交流に関すること
（4）海外留学希望者への指導助言

このほか語学検定
試験受験のPR活動
を行っています。
　本学に学ぶ外国
人留学生は年々増
加 の 一 途 を 辿 り ，
2008年5月1日現在
は合計172名に達
しています。内訳は
学部生が170名，大
学院生が1名，研究
生が1名です。国別
には中国163名，韓

国2名，タイ2名，ベトナム1名，ケニア1
名，ペルー1名，モンゴル1名，ブルガリ
ア1名となっています。学部生の学部
別では経済学部93名，人間文化学部59
名，工学部18名となっています。教員
は専任講師1名，非常勤講師2名，併任

教員12名となっています。
　日本語教育では，1年次前期に集中
教育を行い，卒業までに日本語能力試
験1級合格を到達目標としています。
後期を中心に補習教育を行なっていま
すが，結局は日頃の地道な努力が大切
です。また，留学生は，地域のボランテ
ィア活動にも積極的に参加し，5月に
は四川大地震の募金で大きな成果をあ
げました。
　日本人学生の海外留学では，日本学
生支援機構の短期留学推進制度で2名
の学生が米国留学の夢を実現したほか，
中国の協定校への交換留学生も増加し
ています。語学検定ではTOEIC,中国語
検定は学内で受験できますので，大い
にご活用ください。

留学生センター長　　大久保　勲

　保健管理センターでは，福山大学の

皆さんの悩みや困りごとの相談に応え

たり，今後の成長の手助けのために，カ

ウンセラーが常駐しています。

　困ったときに，自分で考える，他の人

をうまく頼るなどの適切な対処をする

ことは，自分や自分にとって大事な人

たちのために価値あることと思います。

カウンセリングもその対処の一つです。

　また，悩みに対処することが

逆に成長の機会になることも

多く，カウンセラーはその手助

けをするという視点で関わり

ます。その意味で，自分を知る

ための心理テストや，人付き合

いに役に立つワークなども，希

望により行っています。

　どうぞ気軽に利用して下さい。
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○８月２３日（土）
　福岡：福岡ガーデンパレス
○８月２４日（日）
　高松：高松東急イン
　松江：松江東急イン
○８月２６日（火）
　小郡：山口グランドホテル
○８月３０日（土）
　松山：松山東映ホテル
　岡山：まきび会館

○ ８月３１日（日）
　姫路：姫路キャッスルホテル
　広島：広島ガーデンパレス
○９月２日（火）
　大阪：大阪ガーデンパレス
○９月４日（木）
　名古屋：名古屋ガーデンパレス
○９月６日（土）・７日（日）
　福山：福山大学

○日程　開催地：会場

福山大学 学報　V��.117

INFORMATIONインフォメーション

高校生CMコンテスト

「友だちにすすめたい本」
コンクールの応募作品の
募集始まる

人間文化学部　人間文化学科

“新しい風に乗って”
『教育懇談会開催』

福山大学公開講座
「安心・安全な暮らし〈３〉」

公開講座の概要

　人間文化学部メディア情報文化学科では，

映像メディアに対する高校生の豊かな感性

を開花させ，その才能を支援することを目的

として「第3回高校生CMコンテスト」を開催

します。

　今年のテーマは「全国にアピールしよう！ 

あなたのまちのエコ」。地域や学校の環境保

全活動，生活の中で実践しているエコロジカ

ルな取り組み，全国に自慢したい地元の自然

環境などを紹介してもらいたいと思います。

　ビデオで撮影・編集した作品を募集する「映

像作品の部」は，授業や部活などにおける表

現活動の成果を示す好機となることを期待

しています。絵コンテに企画をまとめる「企

画コンテの部」は，映像制作の設備を持って

いない高等学校であっても，気軽に参加し

てもらうことができる部門です。

　詳しくはウェブサイトをご覧下さい。

���� ://���.	���.	�������-

� .�� . 
�/�����/�����/��2008/。

お問い合わせは，　人間文化学部事務室

1084-936-2112（内線2223）もしくは

��2008@	� �� . 	�������-� .�� . 
�まで。

　三蔵祭の期間中には，受賞作品の上映・展

示と表彰を予定しておりますので，どうぞご

期待下さい。

　人間文化学科では，高校生を対象に，自分

が感動した本を友だちにも勧め，その感動

を分かち合うという趣旨で，「友だちにすす

めたい本」コンクールを始めることになり

ました。活字離れが社会のさまざまな所で

問題にされています。また，インターネット

社会の進展により，人間関係の希薄化も進

んでいます。じっくりと本に向き合い，そこ

に生まれた感動を丁寧な言葉で表現するこ

とによって，ゆっくりと感動の波を拡げて

社会の絆を深めて行ければと願っています。

三蔵祭の期間中に，表彰式を行います。

「本の対象」　小説，エッセー，童話，詩など，ジャンルを問いません。

応募資格　高校生

応募方法　所定の用紙に400字以内　　

審査委員　牟田泰三（本学学長，審査委員長），

　　　　　磯貝英夫（ふくやま文学館館長），他，本学教員

表　　彰　個人賞　最優秀賞　賞状・副賞（図書カード1万円分）

　　　　　　　　　優秀賞　　賞状・副賞（図書カード5千円分）

　　　　　　　　　佳作賞　　賞状・副賞（図書カード1千円分）

　　　　　学校別審査員賞　各校5篇　賞状

　　　　　団体賞　学校賞2校　賞状・トロフィー

発　　表　入賞作品および応募作品の一部は，

　　　　　冊子として印刷し出版します。

応  募  先　〒729−0292　広島県福山市学園町1番地三蔵

　　　　　福山大学　人間文化学部　人間文化学科

　　　　　「友だちにすすめたい本」コンクール係

　　　　 詳しくはウェブサイトをご覧下さい。

　　　　 ���� ://���.	���.	�������-� .�� . 
�/�����/��/ �����.���

「第２回高校生ＣＭコンテスト」の表彰式

　福山大学では，開学以来教育懇談会を実

施しています。大学を拠点に東は名古屋，西

は福岡と西日本を中心に，開催します。好評

を博している担任，学科教員との懇談，土日

開催などを今年も導入しています。教務，学

生，就職等の全体説明もあります。さらに各

学生の前期までの成績・単位取得状況，今年

の履修科目への出席状況などを保証人と教

員が膝を交えて懇談します。

　是非，会場へ足をお運び下さい。

人間文化学部　メディア情報文化学科

お問い合せは　人間文化学部事務室　1084-936-2111（内線2222）もしくは，
　　　　　    � �
�����@	��� .	�������-� .�� . 
�まで。

　平成20年度は昨年度に引き続き「安心・

安全な暮らし」を統一テーマとして，福山ă

三原の両会場で，９月から11月にかけて開

催します。グローバル化と個人金融資産の

運用，退職後の人生，自然災害，食の安全性，

生活習慣病や医療保険制度改革など，私た

ちの財産・生命の安全を脅かし，心を不安に

陥れている出来事に枚挙の暇はありません。

本講座で近未来の社会や生活の姿を理解し

ていただき，不安解消のお役に立てればと

願っています。また，本年度は新学長の特別

講座も実施いたします。

公開講座委員長　井上　矩之

第１話（特別講座）「宇宙の中の人類」

　　　牟田　泰三（学長）

　　　　福山9月20日(土)，　

　　　　三原9月17日(水)

第２話「外貨預金の危険性」

　　　尾田　温俊（経済学部　准教授）

　　　　福山9月27日(土)，　

　　　　三原9月24日(水)

第３話「ギリシャ・ローマ時代における

　　　高齢者像」

　　　丹藤　浩二（人間文化学部　教授）

　　　　福山10月4日(土)，　

　　　　三原10月1日(水)

第４話「自然災害のはなし

　　　−自分の命を守るために−」

　　　千葉　利晃（工学部　教授）

　　　　福山10月11日(土)，　

　　　　三原10月8日(水)

第５話「健康食品は安全といいきれるか？」

　　　渡邉　誠（生命工学部　教授）

　　　　福山10月25日(土)，　

　　　　三原10月15日(水)

第６話「生活習慣病から介護へ」

　　　古野　浩二（薬学部　教授）

　　　　福山11月1日(土)，　

　　　　三原10月22日(水)

学務部　教務課
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【陸上競技部】

●5月9日〜11日　第62回中国四国学生

　陸上競技対校選手権大会　3000�SC

　優勝　正木　彬（大学院工学研究科2年）　

　10000ｍ　第3位　東　克幸（経済・4年）

※3000�SCで優勝した正木彬選手は9月に

行われる天皇賜杯第77回日本学生陸上競技

対校選手権大会の出場権を獲得しました。

【硬式野球部】

●4月5日〜5月19日

　平成20年度中国六大学野球春季リーグ戦

　第4位　ベストナイン

　遊撃手　佐古田　裕紀（経済4年）

【サッカー部】

●5月24日〜6月1日　2008年度中国大学サ

ッカー選手権兼総理大臣杯　全日本大学

サッカートーナメント大会中国地域予選

大会　第3位

●6月21日〜8月24日　2008年度

全広島サッカー選手権決勝大会

【軟式野球部】

●5月26日〜30日　平成20年度

　西日本地区学生軟式野球春季リーグ戦　

　第6位

【剣道部】

●5月19日　第55回中四国学生剣道選手権

大会　第3位　黒田　真司（経済4年）

　ベスト16　杉山　真太郎（経済4年）

　※黒田選手と杉山選手は7月5〜6日に行

われた第56回全日本学生剣道選手権大会

の出場しました。

●5月23日〜25日　第53回西日本学生剣道

大会　ベスト16

【柔道部】

●5月17日　第40回全日本ジュニア柔道体

重別選手権大会　出場

●5月24日　平成20年度中国四国学生柔道

優勝大会　出場

【空手道部】

●5月13日　第32回中四国学生空手道

　選手権大会　出場

【ソフトテニス部】

●5月2日〜6日　第30回中国学生ソフト

テニスリーグ戦大会　2部リーグ　出場

●6月1日　平成20年度広島県知事杯

　ソフトテニス大会

【バスケットボール部】

●4月1日〜7月末日　2008年度中国学生バ

スケットボール春季大会　出場

【ユースホステル部】

●2008バラ祭り　ボランティア　参加

●5月24日　平成20年度春季善行表彰

【卓球部】

●5月23日　第59回中国学生卓球選手権春

季大会　Ⅱ部　第5位

【弓道部】

●4月18日〜20日

　第41回中国学生弓道競技大会　出場

●7月6日　第15回弦道弓道大会（本学にて）

【ボート部】

●5月2日〜6日　

　第61回記念朝日レガッタ出場

●5月11日　第63回広島レガッタ　出場

【ボウリング部】

●5月16日〜18日　ＮＨＫ杯争奪第42回全日

本選抜ボウリング選手権大会　出場

【吹奏楽部】

●5月11日

　第45回「ゼノ」創立記念うんどう会　出演

【演劇部】

● 5月30日　第16回定期公演「リリー・ベルの

ために」

【ダンス部】

● 5月11日　JFE西日本フェスタ

　ｉｎふくやま　出演

【ロボット研究会（モノづくり研究会）】

● 5月3日　ひろしまフラワーフェスティバル手

づくり　体験コーナー

● 5月17日　モノづくり教室

【三蔵太鼓を打つ会】

● 4月28日　シャイニング福山まつり

　出演

【フットサル同好会】

● 5月25日　S�����　S������リーグ　優勝

【学友会執行部】

● 5月15日　春季学長杯争奪競技大会

● 6月5日　春の献血キャンペーン

◎P���� B�����������
さん（人間文化3

年・タイ）が本学姉妹校カリフォルニア大

学リバーサイド校へ8ヶ月間（4月〜12月）

留学。　(2月26日)

◎K������ T���������さん（人間文化4年・

ブルガリア）徳洲会国際奨学財団奨学生に

採用決定　（4月1日）

◎中国文化と中国語の普及を目的に，中国政

府の孔子学院本部と福山大学との共同で

設立した福山大学孔子学院開所式典を開催。

式典には海外から協定校の上海師範大学

李進学長，対外経済貿易大学楊言洪外語学

院院長らが出席。本学留学生の代表として

留学生会会長趙文岐さん（国際経済４年・

中国）が出席。于秀英さん（国際経済3年・

中国），程東野さん（国際経済3年・中国），秦

瑩瑩さん（国際経済3年・中国），王媛さん（国

際経済3年・中国），徐海萍さん（国際経済3年・

中国）も出席。本学の学友会管弦楽団も上

海師範大学音楽学院楽団と協奏。本学では

観桜会を開催。　（4月4日）

◎新入生を迎えて，留学生総数8ヶ国，172名。

中国163名，モンゴル１名，韓国2名，タイ2

名，ベトナム１名，ケニア１名，ペルー1名，

ブルガリア１名。（4月6日）

◎タイ文化研究会「サナーム・ナームジャイ」

主催，明浄寺（府中市）にて旧正月を祝うタ

イの伝統的行事，第１回ソンクラン祭「水

かけ祭り」にM��
���� T�������さん（人

間文化4年・タイ）参加。日タイで地域交流。

(4月12日)

◎’08年度新留学生会会長に李丹丹さん（国

際経済２年・中国），副会長に于秀英さん（国

際経済３年・中国），鳥都格奇さん（人間文

化２年・中国），趙岩さん（メディア情報２年・

中国），于博宏さん（情報工２年・中国）信任。

　(4月16日)

◎（財）八幡記念育英奨学生に呼格吉楽図さ

ん（メディア情報４年・中国）が採用決定。

　（4月17日）

◎平成20年度渋谷育英会・小丸奨学制度目

録贈呈式を開催。小丸法之渋谷育英会会

長が金　さん（国際経済４年・中国）ほか

28名の奨学生に目録を授与。小丸奨学金

給付に宮地尚理事長が謝辞。　(4月28日)

◎湖南大学（中国）章兢副学長ら６名の関係

者が来訪。両大学間の学術教育及び研究

交流に関する相互交流について牟田泰三

学長，吉原龍介副学長との意見交換。今後，

前向きに相互に学術交流を推進すること

について合意。（5月14日）

◎’08年度留学生新入生歓迎会を留学生が開

催。新入生を囲んで在学生，教員ら63名が

出席し，歓談。　(5月24日)

◎ （財）熊平奨学文化財団認証式並びに懇親

会に王喜苓さん（人間文化４年・中国），朱

雪鳳さん（情報処理工４年・中国），李丹丹

さん（国際経済２年・中国）３名全員，服部

進教授が出席。

　（5月26日）　

国 際 交 流 瓦 版

学 友 会 短 信

2008年度留学生新入生観迎会報告

2008年6月3日

　2008年度留学生新入生歓迎会は5月24日（土

曜日）にバイキングで行いました。経済学部

の掛江先生，尾田先生，小林先生，井上先生，

郭先生及び人間文化学部の松田先生，丹藤先

生と税務会計学科の泉先生8人の先生と在校

生20名，新入生35名，計63人参加しました。

留学生会長李丹丹さんは挨拶をしました。　

　新入生は肉を焼きながら先生と先輩たち

とよくコミュニケシュンができました。観迎

会会場では全員でビンゴゲームをし，記念品

に当たる人も当たらない人も笑顔でした。

リーチがかかったか

どうか確認しています

歓談しながらゲームします 
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資金収支決算書      （単位　円）

収入の部
科目

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産運用収入

資産売却収入

事業収入

雑収入

前受金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

前年度繰越支払資金

収入の部合計

金額
5,386,550,500

84,589,800

36,596,000

731,988,956

248,570,543

300,000,000

79,135,600

115,344,420

2,509,547,900

1,481,707,204

△2,816,017,874

4,005,438,960

12,163,452,009

科目

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

資金支出調整勘定

次年度繰越支払資金

支出の部合計

金額

3,249,370,570

1,300,465,359

280,070,086

32,142,089

61,920,000

109,466,500

571,774,963

164,080

1,466,189,085

△40,685,497

5,132,574,774

12,163,452,009

消費収支計算書      （単位　円）

収入の部
科目

学生生徒等納付金

手数料

寄付金

補助金

資産運用収入

事業収入

雑収入

帰属収入合計

基本金組入額合計

消費収入の部合計

金額
5,386,550,500

84,589,800

50,282,739

731,988,956

249,476,140

79,135,600

115,344,420

6,697,368,155

△277,200,711

6,420,167,444

金額

貸借対照表            

資産の部
科目

固定資産

 有形固定資産

　　うち土地

　　うち建物

　　うち構築物

　　うち教育研究機器備品

　　うちその他の機器備品

　　うち図書

　　うち車両他

 

その他の固定資産

　うち退職金引当資産

　うち減価償却引当資産

　うち校舎建設引当資産

　うち創設準備引当資産

流動資産

　うち現預金

　資産の部合計

金額

63,733,180,296

30,483,892,957

6,885,223,494

14,683,592,282

1,226,577,644

3,549,582,587

38,598,751

4,086,149,707

14,168,492

33,249,287,339

149,016,830

15,664,715,554

10,676,453,575

5,380,279,017

5,463,496,476

5,132,574,774

69,196,676,772

科目

負債の部

 固定負債

　うち長期借入金

　うち退職引当金

 流動負債

　うち短期借入金

　うち未払金

　うち前受金

　うち預り金

金額

2,609,003,671

1,109,220,000

1,499,783,671

2,749,861,979

111,790,000

40,075,477

2,509,547,900

88,448,602

基本金の部

　第1号基本金

　第4号基本金

消費収支差額の部

翌年度繰越収入超過額

46,747,034,169

46,340,034,169

407,000,000

17,090,776,953

17,090,776,953

69,196,676,772

（単位　円）

負債の部，基本金の部及び
消費収支差額の部合計

3,283,728,110

2,640,195,549

434,271,827

32,142,089

39,990

6,390,377,565

29,789,879

科目

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

資産処分差額他

支出の部合計

当年度消費収支差額

栄 誉

井上達雄 教授（工学部機械システ

ム工学科）が（社）日本材料学会論文

賞を受賞。　　　　（５月２４日付）

負債の部，基本金の部及び消費収支差額の部

支出の部

支出の部

【名誉教授称号授与】
元　工学部　教授
 瀧　　光夫
元　薬学部　教授
 小橋　一彌
　　　　　　　
（以上４月１日付）

【役職関係】
◎新任

工学部長
 千葉　利晃
経済学研究科長
 掛江　正造
工学研究科長
 占部　逸正
生命工学系研究科長
 藤田泰太郎
工学部長補佐
 三谷　康夫
税務会計学科主任
 泉　　潤慈
電子・電気工学科主任
 香川　直己
建築・建設学科主任
 大島　秀明
情報工学科主任
 尾関　孝史
機械システム工学科主任
坂口　勝次
生命栄養科学科主任
 里内　　清
海洋生物科学科主任
 満谷　　淳
社会連携研究推進センター長
松浦　史登
ＲＩセンター長
 廣瀬　順造
留学生副センター長
 島　　敏夫
学生副委員長
 久冨　泰資
就職委員長
 西原　　晃
入試委員長
 平　　伸二
入試副委員長
 木村　純壮
自己評価委員長
 小野　行雄
広報委員長
 青木　美保
広報副委員長
 足立　浩一
広報副委員長
 田村　　豊
国際交流事業運営委員長
冨士　彰夫
保健管理センター長
 渡邉　　誠

 （以上４月１日付）

◎退任
経済学研究科長
 大久保　勲
工学研究科長
 小林富士男
生命工学系研究科長
 松浦　史登
工学部長補佐
 占部　逸正
電子・電気工学科主任
 三宅　雅保
建築・建設学科主任
 松本　静夫
情報工学科主任
 小林富士男
応用生物科学科主任
 里内　　清
海洋生物工学科主任
 満谷　　淳
ＲＩセンター長
 古野　浩二
留学生副センター長
 三浦　省五
学生副委員長
 上迫　　明
就職委員長
 廣瀬　順造
就職副委員長
 上迫　　明
入試委員長
 無漏田芳信
入試副委員長
 平　　伸二
広報委員長
 平田　宏二
広報副委員長
 三宅正太郎
広報副委員長
 青木　美保
国際交流事業運営委員長
赤⧕　健司
国際交流事業運営副委員長
三浦　省五

 （以上４月１日付）

【教員】
◎定年退職

経済学部教授
 佐々木　宏
経済学部教授
 小林　陽治
人間文化学部教授
 宇都宮睦男
工学部教授
 瀧　　光夫
生命工学部教授
 山田　靖宙

 （以上３月３１日付）

◎退職
副学長
 嶋田　　拓
経済学部教授
 佐野　進策
経済学部教授
 島上　　健
人間文化学部講師
 石川　　洋
人間文化学部講師
 中橋　　雄
工学部教授
 矢田　順三
工学部教授
 小林　一夫
生命工学部講師
 溝上　恭平
薬学部助手
 延廣　順子
薬学部助手
 中野　　瞳
薬学部助手
 野口　賀代
薬学部助手
 内野めぐみ
薬学部助手
 井上　尚子
留学生センター講師
 八杉　和子

 （以上３月３１日付）
生命工学部助手
 坪井　　薫

 （４月１５日付）
生命工学部助手
 横畑　直子

 （６月１４日付）

◎任期満了
工学部助手
 大西　英彰
工学部助手
 藏野　正彦

（以上３月３１日付）
◎昇任

経済学部准教授
 小林　正和
経済学部准教授
 吉田　卓史
経済学部准教授
 鍋島正次郎
人間文化学部教授
 田中　始男
人間文化学部准教授
 引野　亨輔
人間文化学部准教授
 松本優花里
人間文化学部准教授
 小野　太幹
人間文化学部助教
 大西理恵子
工学部教授
 香川　直己
工学部教授
 田辺　和康
工学部教授
 尾関　孝史
工学部教授
 坂口　勝次
工学部助教
 藤原　美樹
工学部助教
 酒井　　要
生命工学部教授
 原口　博行
生命工学部教授
 岩本　博行
生命工学部教授
 菊田　安至
生命工学部教授
 河原栄二郎
薬学部教授
 杉原　成美
薬学部講師
 五郎丸　剛
薬学部講師
 安楽　　誠
情報処理センター講師
 瀬島　紀夫

 （以上４月１日付）

◎配置換え
生命工学部教授
 大川　秀郎

（応用生物科学科→生物工学科）
薬学部教授
 廣瀬　順造

（応用生物科学科→薬学部）
（備考）上記以外に生命工学部応用生

物科学科の教員については，生命
工学部生命栄養科学科に配置換し，
生命工学部海洋生物工学科の教員
については，生命工学部海洋生物
科学科に配置換した。

 （以上４月１日付）

◎併任
留学生センター教授
 冨士　彰夫
留学生センター教授
 西尾　正富

留学生センター准教授
 許　　　霽
留学生センター准教授
 重迫　隆司
留学生センター准教授
 小野　太幹
留学生センター講師
 廣川　空美

 （以上４月１日付）
◎免併任　　
留学生センター教授
 青木　美保
留学生センター教授
 川地　洋一
留学生センター准教授
 原　　千史

 （以上４月１日付）

◎免兼務
保健管理室長事務取扱
 田中　正孝

 （４月１日付）

◎採用
経済学部准教授　　　許　　　霽
人間文化学部講師
 中平　大輔

（保健管理センター心理カウンセラー）
人間文化学部講師
 内垣戸貴之
工学部教授
 布施　守雄
生命工学部教授
 広井　祐三
生命工学部教授
 渡邉　　誠
生命工学部准教授
 石井香代子
生命工学部講師
 渡辺　伸一
生命工学部助手
 横畑　直子
生命工学部助手
 瓜倉　真衣
生命工学部助手
 ⠤田　寛子
薬学部助手
 東　　修平
薬学部助手
 平田　景子
一般教育課程講師
J���A.�������,J�

 （以上４月１日付）

◎特任教授
佐野　進策
 （経済学部）
矢田　順三
 （工学部）　
　　　　
 （以上４月１日付）

◎特任准教授
溝上　恭平　　
　　（生命工学部）

 （４月１日付）

◎客員教授
田中　秀征　　　（経済学部）
白井　公平　　　（経済学部）
三村　敏之　　　（経済学部）
妹尾　正毅　　　（経済学部）
小林　陽治　　　（経済学部）
石田　　寛　　　（人間文化学部）
奥村　昭和　　　（人間文化学部）
吉田　一衛　　　（人間文化学部）
矢崎　　滋　　　（人間文化学部）
佐藤　利行　　　（人間文化学部）
橋本　裕之　　　（人間文化学部）
中村　清次　　　（人間文化学部）
伊藤　三郎　　　（人間文化学部）
藤森　益弘　　　（人間文化学部）
宮地　克昌　　　（人間文化学部）
嶋田　　拓　　　（生命工学部）
渕上　倫子　　　（生命工学部）
梅津　憲治　　　（生命工学部）
田中　良和　　　（生命工学部）
宮崎　信之　　　（生命工学部）
井口　定男　　　（薬学部）
吉村　博文
（構造・材料開発研究センター）
　　　　　　　
（以上４月１日付）

◎客員教員（准教授待遇）
郭　　徳玉　　　（経済学部）
　　　　　　　　　
（４月１日付）

◎工学部産学連携推進アドバイザー
小林　一夫

 （５月１日付）

【職員】
◎定年退職

入試広報室参事
 小川　隆道

 （３月３１日付）

◎退職
工学部・生命工学部事務室事務職員

 戸田祐司
　　　　　　　
 （３月３１日付）

◎昇任
入試広報室入試広報主任
 斜森　琢也

（兼）法人事務局入試広報室入試広報主任
用度課用度主任
 林　　孝彦
経理課経理主任
 近藤　正之

（兼）法人事務局総務部経理担当
　　　　　　　
（以上４月１日付）

◎配置換え
法人事務局総務部付
 五島　健至
　（就職課→法人事務局総務部付）
総務部付
 江里口武和

 （文書課→総務部付）
　（兼）法人事務局総務部（総務担当）
　（兼）文書課長
経済学部・人間文化学部事務室事務長
　
 武田　康成
　（学生課→経済学部・人間文化学部事務室）
学生課長
 中村　千晴
　（経済学部・人間文化学部事務室→学生課）
国際交流課長
 阿南　達子

　（学生課→国際交流課）
保健管理センター技術職員（看護師）

 金田　　静
　（保健管理室→保健管理センター）

 （以上４月１日付）
文書課長　
 江里口武和

 （総務部付→文書課）
総務部参事（福山大学孔子学院担当）
　　　　　　　　　
 五島　健至
　（法人事務局総務部付→総務部）

 （以上６月１日付）

◎免兼務
福山大学孔子学院設置準備室主幹
　　　　　　　　　　
江里口武和
国際交流課長事務取扱
阿南　達子
　　　　　　　（以上４月１日付）
文書課長　　　　　
 江里口武和
　　　　　　　
 （６月１日付）

◎採用
法人事務局参与　　　
大谷　　巖
秘書主管（事務嘱託員）
森迫　晢子
　（兼）法人事務局秘書主管
  　　　
 （以上４月１日付）
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編集後記

平成21年度　入学試験の概要

　今回は，本学の高い就職率の特集，学生のサークル活動，国際学会で

の発表，教員の研究，地域貢献のほか，中国四川大地震への救援金協力

や海外インターシップなど国際的に拡がる活動が多角的に分かるように

編集しました。

※試験日自由選択制とは，上記試験日の中から，試験日を志願者が自由に選択できる制度です。

　志願者は，同一学部・学科を複数回志願することや，異なる学科を１日ずつ志願することもできます。

◆入試日程

◆試験地

　平成２１年度入学試験の日程については次のとおりです。全入学試験において同窓生・在学生入学金減免制度を実施して

います。この他指定校入学試験を実施しています。

詳細については入試広報室までお問い合わせ下さい。

Ａ Ｏ 入 学 試 験（ 第 Ⅰ 期 ）

Ａ Ｏ 入 学 試 験（ 第 Ⅱ 期 ）

Ａ Ｏ 入 学 試 験（ 第 Ⅲ 期 ）

推 薦 入 学 試 験（ Ａ 日 程 ）
（ 試 験 日 自 由 選 択 制 ）

推 薦 入 学 試 験（ Ｂ 日 程 ）

前 期 入 学 試 験（ Ａ 日 程 ）
（ 試 験 日 自 由 選 択 制 ）

前 期 入 学 試 験（ Ｂ 日 程 ）

後 期 入 学 試 験

センター試験利用入学試験
          （前期日程）

センター試験利用入学試験
          （後期日程）

入試種別

           
 平成20年10月11日(土) 

           
 平成20年11月22日(土) 

           
 平成20年12月20日(土) 

 平成20年11月６日(木)
 平成20年11月７日(金) 

 平成20年12月12日(金) 

 平成21年１月31日(土)
 平成21年２月１日(日)
 平成21年２月２日(月)
 平成21年２月３日(火) 

 平成21年２月19日(木) 

 平成21年３月14日(土)

 個別学力試験は課さない

 個別学力試験は課さない

試験日

          
平成20年10月15日(水)

          
平成20年11月26日(水)

          
平成20年12月24日(水)

平成20年11月12日(水)

平成20年12月16日(火)

          
平成21年２月７日(土)

平成21年２月23日(月)

平成21年３月17日(火)

平成21年２月14日(土)

平成21年３月17日(火)

合格発表日

（エントリーシート提出期間）
平成20年８月１日（金）　　　
　　　〜９月10日（水）

（エントリーシート提出期間）
平成20年９月18日（木）　　　
　　　〜10月14日（火）

（エントリーシート提出期間）
平成20年10月21日（火）　　　
　　　〜11月17日（月）

平成20年10月15日（水）
　　　〜11月４日（火）（必着）

平成20年11月25日（火）
　〜12月９日（火）（消印有効）

平成21年１月５日（月）
　〜１月27日（火）（消印有効）

平成21年２月４日（水）
　〜２月16日（月）（消印有効）

平成21年２月20日（金）
　〜３月11日（水）（消印有効）

平成21年１月５日（月）
　〜１月27日（火）（消印有効）

平成21年２月20日（金）
　〜３月11日（水）（消印有効）

出願期間

　○ＡＯ入試（第Ⅰ期・第Ⅱ期・第Ⅲ期） 【福山（福山大学）】

　○推薦入試（Ａ日程） 【11／6・11／7 福山（福山大学）・広島・福岡・岡山】

　　　　　　　　　　 【11／6 鳥取・高知・徳島・大阪】　【11／7 小郡・松江・松山・高松・神戸】

　○推薦入試（Ｂ日程） 【福山（福山大学）・広島・小郡・松江・高松・松山・福岡・岡山・大阪】

　○前期入試（Ａ日程） 【1／31〜2／3 福山（福山大学）・広島・小郡・福岡・岡山】

　　　　　　　　　　 【1／31 鳥取・徳島・京都】　【2／1 米子・高松】　【2／2 高知・静岡】

　　　　　　　　　　 【2／3 松山・神戸・名古屋】　【1／31・2／1 大分・長崎・東京】

　　　　　　　　　　 【2／2・2／3 松江ă鹿児島ă熊本】　【2／1・2／2 大阪】

　○前期入試（Ｂ日程） 【福山（福山大学）・広島・岡山】

　○後期入試 　　　　【福山（福山大学）・広島・福岡・岡山・大阪】




